
地
域
再
生
計
画
と
は
、
住
民
が
愛
着
を

も
て
る
生
活
環
境
を
創
造
す
る
こ
と
で
、

雇
用
機
会
の
創
出
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
、
国
が
新

し
く
創
設
し
た
認
定

制
度
で
す
。
市
で
は
、

豊
か
な
自
然
環
境
を

保
全
す
る
た
め
に

「
水
と
み
ど
り
あ
ふ
れ

る
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
」
計
画
（
内
閣
府

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

hhttp://w
w
w
.kantei.

go.jp/jp/singi/

tiikisaisei/dai2nintei/

gaiyou.htm
l

参
照
）

を
策
定
。
こ
の
計
画

が
昨
年
１１
月
２２
日
国

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
総
事
業
費
７
億
８
９
９

１
万
円
う
ち
交
付
金
３
億
４
４
９
７
万
円
の

予
算
が
確
保
さ
れ
、
今
後
５
年
間
、
浄
化
槽

の
整
備
や
美
袋
・
日
羽
地
区
の
公
共
下
水
道

の
整
備
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
児
島
湖
清
掃
大
作
戦
を
始
め
と
す

る
ク
リ
ー
ン
作
戦
や
、
水
洗
化
の
普
及
拡

大
、
水
辺
の
教
室
、
自
然
保
護
講
演
会
な

ど
の
ソ
フ
ト
事
業
を
実
施
し
て
自
然
環
境

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。
そ

し
て
、
最
終
的
に
は
、
現
在
策
定
中
の
新

市
総
合
計
画
と
整
合
を
と
る
こ
と
で
、
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
課
環
境
係
（
1

(2
８
３
３
９
）

11 Soja City Public Relations, 2006. 2 10Soja City Public Relations, 2006. 2
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文
学
選
奨
入
賞
者
決
定

平
成
１７
年
度
の
「
総
社
市
文
学
選
奨
」

の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
入
選
者
は
、

詩
の
部
門
で
は
片
岡
静
﹇
き
び
の
ひ
と

り

﹈
さ
ん
（
八
代
）
、
短
歌
は
河
西
周

子
さ
ん
（
秦
、
１２
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）、

俳
句
は
川
井
茂
子
さ
ん
（
真
壁
）
、
川
柳

は
久
保
田
享
さ
ん
（
三
須
）
、
小
説
は
内

藤
光
啓
さ
ん
（
三
輪
）
、
童
話
は
河
相
祐

子
さ
ん
（
倉
敷
市
）
で
す
。
表
彰
式
は
、

２
月
２６
日
a
に
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
す
。

入
選
者
以
外
の
入
賞
者
（
す
べ
て
佳
作
）

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
詩
】
小
倉
登
代
子
（
西
阿
曽
）、
空
奈
津

紀
（
総
社
）、
高
杉
晃
代
（
三
須
）

【
短
歌
】
三
皷
奈
津
子
（
清
音
軽
部
）、
福

島
裕
子
（
総
社
）
、
秋
山
雅
美
（
真
壁
）
、

矢
吹
綾
子
（
小
寺
）、
鈴
木
雅
子
（
泉
）

【
俳
句
】
小
倉
登
代
子
（
西
阿
曽
）、
吉
原

栄
人
（
富
原
）
、
内
藤
大
嗣
﹇
内
藤
吐
詩

朗
﹈
（
三
輪
）
、
見
戸
長
治
﹇
見
戸
梧
桐
﹈

（
小
寺
）、
水
川
敦
子
（
泉
）

【
川
柳
】
石
原
良
一
（
中
原
）、
東
茂
（
山

田
）
、
大
熊
英
子
（
清
音
黒
田
）
、
中
島

章
（
北
溝
手
）

【
小
説
】
藤
原
敏
浩
（
総
社
三
丁
目
）

【
童
話
】
新
谷
直
美
（
西
郡
）、
高
鳥
義
正

（
三
輪
）、
植
田
弘
子
（
中
原
）

※
敬
称
略
、﹇
カ
ッ
コ
内
﹈
は
筆
名

「
総
社
市
文
学
選
奨
」
は
、
文
学
の
創

作
活
動
を
奨
励
し
、
豊
か
な
地
域
文
化
の

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
が
募
集

を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
３
月
の
新
市
発
足

に
伴
い
、
毎
年
実
施
し
て
き
た
「
総
社
・

吉
備
文
学
選
奨
」
の
名
称
を
改
め
た
も
の

で
、
通
算
で
３２
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今

回
は
、
市
内
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方

か
ら
１
２
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

応
募
者
の
年
齢
層
も
１３
歳
か
ら
９４
歳
ま
で

と
、
幅
広
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
皆
さ
ん
の
創
作
活
動
の
輪
が
ま
す

ま
す
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。問

い
合
わ
せ

文
化
課
文
化
振
興
係

（
1
(2
８
５
３
６
）

地域再生計画が認定される
総社市の地域再生計画・「水とみどりあふれる快適なまちづくり」が
昨年１１月２２日、国から認定を受けました。

表表 彰彰

平
成
１７
年
度
総
社
市
文
学
選
奨
。
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
小
説
・
童
話
の

６
部
門
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

環境保全環境保全

作
家
童
門
冬
二
が
３
月
２４
日
画
聖
・
雪
舟
を
語
る

官
民
あ
わ
せ
て
の
団
体
で
つ
く
る
「
県
立

博
物
館
を
誘
致
す
る
会
」
で
は
、
県
立
博
物

館
を
誘
致
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
吉
備
路
の
魅

力
を
再
発
見
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

「
吉
備
路
再
発
見
講
演
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
２
０
０
６
年
は
雪
舟
没
後
５
０
０
年

に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
雪
舟
を
し
の
び
、
画

聖
と
し
て
の
偉
業
を
顕
彰
し
ま
す
。
春
の
宝

福
寺
の
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
の
中
で
、

雪
舟
に
ま
つ
わ
る
楽
し
い
お
話
を
ご
満
喫
く

だ
さ
い
。

日
時

３
月
２４
日
f
、
午
後
１
時
３０
分
か

ら
３
時
３０
分
ま
で

場
所

宝
福
寺
　
方
丈

演
題

「
画
聖
雪
舟
に
つ
い
て
」

講
師

作
家
　
童
門
冬
二

募
集
人
員

１
５
０
人

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

入
場
料

無
料

応
募
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
書
い
て
申
し
込
む
。
ハ
ガ

キ
１
枚
に
つ
き
１
人
の
応
募

と
し
ま
す

応
募
期
限

２
月
２１
日

c
（
当
日
消
印
有
効
）

そ
の
他

当
日
、
会
場

で
甘
酒
の
ふ
る
ま
い
、
講
師

の
本
の
販
売
あ
り

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整
係
（
1

(2
８
２
１
３
、
〒
７
１
９
│

１
１
９
２
　
中
央
一
丁
目

１
番
１
号
）

県
立
博
物
館
を
吉
備
路
へ

県
立
博
物
館
を
誘
致
す
る
会
は
、
市
や
総

社
商
工
会
議
所
を
は
じ
め
と
す
る
官
民
の
団

体
に
よ
っ
て
、
新
し
い
県
立
博
物
館
を
吉
備

路
に
誘
致
し
よ
う
と
平
成
１０
年
６
月
に
結
成

さ
れ
て
以
来
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
主
な

事
業
活
動
と
し
て
は
、
誘
致
気
運
の
醸
成
の

た
め
に
各
種
啓
発
グ
ッ
ズ
の
作
成
配
布
、
啓

発
活
動
の
一
環
と
し
て
今
年
度
４
作
目
と
な

る
「
新
・
吉
備
路
の
お
は
な
し
」
の
発
行
、

こ
の
た
び
開
催
す
る
吉
備
路
再
発
見
講
演
会

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
博
物
館
に
は
、
歴
史

的
な
遺
品
の
展
示
だ
け
で
な
く
、
小
中
学
生
、

高
校
生
の
郷
土
史
理
解
の
場
、
社
会
人
、
年

輩
者
の
生
涯
学
習
の
場
、
ま
た
県
民
の
交
流

の
場
と
し
て
、
体
験
型
の
地
域
文
化
活
動
の

拠
点
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
吉
備
路
一
帯
は
、

山
陽
道
と
岡
山
道
の
結
節
点
に
あ
た
り
、
岡

山
県
の
交
通
の
要
衝
と
い
う
点
か
ら
も
、
学

び
体
験
す
る
こ
と
で
古
代
吉
備
の
文
化
財
を

現
在
に
伝
え
る
地
域
と
し
て
最
適
地
と
い
え

ま
す
。

昨
年
７
月
末
に
は
、
岡
山
県
に
県
立
博
物

館
誘
致
に
関
す
る
要
望
を
行
い
、
同
時
に
新

し
い
県
立
博
物
館
へ
の
提
言
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
こ
の
美
し
い
吉
備
路
に
県
立
博
物
館

を
誘
致
す
る
た
め
、
市
民
の
方
々
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
も
誘
致
運
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

講 演講 演

県
立
博
物
館
を
誘
致
す
る
会
が
吉
備
路
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
た
め
開
催
し
て
い
る
吉
備
路
再
発
見
講
演
会
。
８
回
目
と
な
る
今
回
の
講
師
に
は
、
人
気
作
家
・
童
門
冬
二
さ
ん
を
お
招

き
し
、
今
年
が
没
後
５
０
０
年
に
当
た
る
画
聖
・
雪
舟
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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東京生まれ。かつて東京都

庁に勤め、都立大学事務長、広報室課長、企画関係部長、知事秘書、広報室長、企画調整
局長、政策室長などを歴任して退職、作家活動に入る。歴史の中から現代に通ずるものを
好んで書く。執筆活動のかたわら、講演活動も積極的に行っている。第４３回芥川賞候補。
日本文芸家協会、日本推理作家協会会員。平成１１年　勲三等瑞宝章受賞
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